
ヨハネの黙示録21：4
彼らの目の涙をことごとくぬぐい取ってくださる。もはや死はなく、もはや悲し
みも嘆きも労苦もない。最初のものは過ぎ去ったからである。」

21章では、最終的な勝利の後、新しいエルサレム（神の都）が天から降りてくる場面が描かれています。
この時、神がご自身の民とともに住まわれると宣言され、人類は完全な救いと回復を経験することになります。

悪 の
付 箋

ヨハネの手紙三 11節a
愛する者よ、悪いことではなく、善いことを見倣ってください。
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罪とは法に背くこと（１ヨハネ３：４）

悪は、神が私たちに正当な理由で与えてくださった自由意志を、私たちが悪用した

結果である。 【悪】＝【自由意志の悪用（誤用）】



罪の侵入【罪への傾向】
ローマ5：12 このようなわけで、一人の人によって罪sinが
世に入り、罪によって死が入り込んだように、死はすべての
人に及んだのです。すべての人が罪を犯したからです。

創世記1：26ab
神は言われた。「我々にかたどり、我々に似せて、
人を造ろう。Let us make man in our image, 
after our likeness.

創世記3：6b
女は実を取って食べ、
一緒にいた男にも
渡したので、彼も食べた（上図）。 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 【エデンの園を追放】（創世記3：24）

ヨハネの手紙一3：9

神と人間との間の完全な関係の断裂
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【悪】【堕罪】＝【自由意志の悪用（誤用）】
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ヨハネの手紙一1：9
自分の罪を公に言い表すなら、神は真実で正しい方ですから、罪を赦し、あらゆる不義からわたしたち
を清めてくださいます。

罪の除去 「主よ、いつまで・・・？」

希望への光 P.182、人類のあけぼの 上巻 P.422
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神は愛の奉仕だけを望まれるため、サタンを直ちに滅ぼさず、彼の主張を展開さ

せることを許された。それは、全宇宙の被造物が、罪の本質とその恐ろしい結果

を理解し、神の統治の正しさを納得するためだった。

もしサタンがすぐに滅ぼされていたら、人々は愛ではなく恐れから神に従うこと

になったかもしれない。

サタンの反逆の結末が明らかになることで、神の公平さや律法の正しさが証明さ

れ、罪の恐ろしさが全宇宙に示された。

こうして、清い者たちが再び罪に陥らないよう守られ、永遠に神の統治の下で幸

福を得ることができるようになるのである。



【参考】 懐疑論的有神論（懐疑的な有神論）

神の存在を信じつつ、人間の理解力には限界があるため、悪が存在する理由を知ることはできない、とする

理論。

特に「悪の問題」に対する応答として使われますが、過度な懐疑主義（物事の存在や価値などを信じない考え

方）に陥る危険性も指摘されている。

❶神の存在を信じる。＝神は存在し、全知・全能・完全に善である。

❷人間の理解力（認識能力）には限界がある。

＝人間が神の意図を十分に理解できるはずだ」という前提を疑問視し、神の行為が合理的であるかどうかを

判断する能力が人間にはない。

❸私たちが「悪」と見なすものが、実は神の視点から見れば正当な理由があるかもしれない。

＝例えば、子供がワクチン注射を嫌がっても、それが健康のために必要であるように、私たちには理解できな

いが正当な理由がある可能性がある。

❹神の計画や目的を人間が理解できるとは限らない。



【参考】 自由意志弁護論

神が全知・全能であるのに、なぜ悪や苦しみが存在するのかという悪の問題に対する弁護として提唱された

理論。

❶神は人間に自由意志（自由な選択の能力）を与えた。

これは、道徳的価値のある善を選択する機会を人間に与えるためである。

❷自由意志には悪を選ぶ可能性が含まれる。

悪の存在は自由意志の結果であり、神が直接的に悪を創造したわけではない。

❸自由意志の価値は高い。

もし神が人間を完全に善しか選べないように創造したとすれば、それは「ロボット」を作ることになる。

神が真に愛をもって人間を創造したのであれば、人間に自由を与えることは当然。

※自由意志弁護論は、人間の道徳的悪（戦争や犯罪など）には説明がつくが、自然災害のような「人間の意志

とは関係のない悪」に適用するのは難しい。

※神が全知全能なら、人間が常に善を選ぶようにできたはずではないか？という批判もある。


